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Caché データベースバックアップ

インターシステムズジャパン株式会社
カスタマーサポート部
宮下 洋一

アジェンダ
• Backupの必要性

• Cachéのバックアップ対象

• 各データベースの役割

• Cachéデータベースエンジンの更新メカニズム

• バックアップの種類

� 外部バックアップ

� Caché オンラインバックアップ

• データベースの整合性の確認

• お問い合わせ事例
• バックアップでの注意点

• データベース メンテナンス

� 圧縮、サイズ調整、フラグメント解消
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本セッションの目的

大切なデータが格納されているデータベースを障害から守る為にCaché で提
供されている様々なバックアップ方法について解説します。

バックアップを設計、計画する上での注意点、自動化のサンプルやバックアッ
プを実施する上で役⽴つ各種関連技術についても紹介します。
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Backupの必要性
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• データベースは壊れませんか?
�RAIDなら安心?

コントローラー障害、Disk障害に気づかず2台故障、電源障害
震災、火災

• 有事にデータベースを復旧する
�昔のデータが必要になった
�オペレーションミスでデータが消失した
�アプリケーションの誤動作
�CPUやMemory 障害によるDB破壊
�OSやCachéのBug …
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Cachéのバックアップ対象

• バックアップの対象ファイル
�Cache.dat 
�Journal File

�Journal.log
�Cache.cpf
�cache.key

• バックアップの対象ディレクトリ
�データベースディレクトリ
�インストールディレクトリ

�ジャーナルディレクトリ
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各データベースの役割

• CACHESYS
Caché システム稼働や管理に必要なルーチン、クラス、グローバル

• CACHELIB
ライブラリ ルーチン、クラス、グローバル

• CACHETEMP
テンポラリグローバル、Cachéインスタンスの再起動で全て消去される、ジャーナル対象外

• CACHE
SQLキャッシュド・クエリ、CSPセッション情報

• CACHEAUDIT
監査情報

• DOCBOOK
オンラインドキュメント

• SAMPLES
サンプルコード

• USER
ユーザDB
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Caché データベース・エンジンの更新メカニズム
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Global buffer

WIJ

Write Demon
80 sec

Cache.dat

Journal Demon
2 sec

Journal
buffer

Journal

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

K ^D(4)

Shared Memory

Disk Storage

1. 各プロセスがグローバルデータを更新する(Set/Kill)

2. 各プロセスは自分自身で

a. ジャーナルレコード(Set/Kill のコマンド情報)をJournal Bufferに送る

b. Global Buffer内のBlockを更新する

3. ジャーナル・バッファのジャーナルレコードはJournal Demonが定期的に(2
秒) または必要に応じてジャーナルファイルに追記する

4. グローバルバッファ内の更新されたBlockはWrite Demonが定期的に(80
秒) または必要に応じて一括してデータベースに反映する

a. 最初にWIJ(Write Image Journal)ファイルに書き込む

b. WIJの書き込みが完了後、実DB(Cache.dat)に書き込む

2b

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

K ^D(4)

2a

4a 4b
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1
S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

バックアップの種類

• 外部バックアップ
�コールドバックアップ
�外部バックアップ

�レガシー平⾏外部バックアップ

• Caché オンラインバックアップ

�フルバックアップ
�インクリメンタルバックアップ
�累積バックアップ
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バックアップの種類 - コールドバックアップ

• Cachéを正常に停止してからデータベース(Cache.dat) をCopyする。
停止せずにCopyしたり異常終了後のデータベースのCopyはデータベースの物理的な不整合
が発生する危険性が高い

• データベースをDismountしてCache.dat をCopyする。
� ^DISMOUNT / ^MOUNT / ^DATABASE ユーティリティー

� SYS.Database.DismountDatabase メソッド
� SYS.Database.MountDatabase メソッド

8

バックアップの種類 - 外部バックアップ -動作原理
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1. 現在Global Buffer内にある更新ブロックを⼀旦データベースに反映
する

2. Write Demonの動作を中断する

これ以降に発⽣した更新ブロックはGlobal Bufferに留まるがデータ
ベースには反映されない

3. 外部バックアップを実⾏する
(主にDisk装置のCloneの切り離し作業といった10分未満の短い作業)

4. Write Demonの動作を再開する

Global buffer

WIJ

Write Demon
80 sec

Cache.dat

Journal Demon
2 sec

Journal
buffer

Journal

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

K ^D(4)

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

K ^D(4)

Shared Memory

Disk Storage

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

1
２

Cache.dat

３
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バックアップの種類 - 外部バックアップ - 使用方法

• データベースファイル(Cache.Dat)への物理的な更新を中断させ静的な状態を短期間保つ。
Disk装置のSnapshotやClone機能を用いて短期間に複製できる環境下で使用

1. データベースへの書き込みを禁止 Backup.General.ExternalFreeze() 

2. 外部バックアップ実⾏

3. データベースへの書き込みを再開 Backup.General.ExternalThaw()

� 更新されたBlockでグローバル・バッファの全体の70%を消費するとデータベース更新がStopする

� 規定値では10分でTimeOutする

� CopyされたデータベースはBackup.General.ExternalFreeze()が成功したタイミングの内容

� ジャーナルを取らないとシステム障害が発生した場合Backup中のデータ更新は失われる。
トランザクション中は自動的にジャーナルが取られるのでその限りではない。
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バックアップの種類 - レガシー平⾏外部バックアップ

11

Cache.dat

0010100001
0100001000
0000010100

Backup BitMap

• Caché データベースには部分バックアップの為にBackup-Bitmapと呼ばれるブロック単位で
更新が⾏われたかを⽰すフラグ(On/Off)を全てのブロックの数だけ用意している

• ブロックを更新する時に該当するBackup-BitmapはSetされる

• 一旦Backup-Bitmapを全てClearする事で、それ以降に更新されたBlockがBackup-Bitmap上
でSetされる

• データベースファイル(Cache.Dat)への物理的な更新を継続して⾏う、データベース
ファイルのCopy中にデータベース本体に⾏われた更新を後からCatch-Upする。

• 複雑

• Copyに時間が掛かってもシステム稼働に影響はない

Global buffer

Write Demon
80 sec

S
ha

re
d 

M
em

or
y

D
is

k 
S

to
ra

ge

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

S ^D(2)=4

S ^D(5)=8

1. 外部Backupを開始する前に更新されたBlockが記録されるBackup Bitmapを全クリアする。

2. 外部のコマンド/Tool等でCache.datのCopyを⾏う、この時点のCopyは不完全

3. 外部コマンドでのCopy完了後にCachéオンライン差分バックアップを⾏う
Backup Bitmapをクリアした以降に更新されたBlockが取得される

4. 外部のコマンドでCopyしたCache.dat に 差分バックアップをリストア(適用)する

5. 外部コマンドでのCopy中に更新されたBlockが上書きされる事で 3. の差分バックアップ終了
時のデータベースの内容が再現できる
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バックアップの種類 - Cachéオンラインバックアップ
Cachéオンラインバックアップには以下の3種類があります。

• フルバックアップ
� データベースの完全なバックアップです。

• 累積バックアップ
� 前回のフルバックアップ以降の変更をすべて対象とします。

• 差分バックアップ
� 前回のバックアップ以降の変更を全て対象とします。

前回のバックアップタイプには影響されません。
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バックアップの種類 - Cachéオンラインバックアップ - 取得パターン
• バックアップ実⾏例
バックアップ処理は、毎⽇朝の４時に⾏うとして、以下の週次
スケジュールで実⾏します。

日曜日 – フルバックアップ

月曜日 – 差分バックアップ

火曜日 – 差分バックアップ

水曜日 – 差分バックアップ

木曜日 – 累積バックアップ

⾦曜⽇ – 差分バックアップ

土曜日 – 差分バックアップ

日曜日 – フルバックアップ
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Caché オンラインバックアップ – データベースリストの作成
• バックアップを実⾏するために、バックアップ対象のデータベースリストを作成します。(全てのデータベースに対す
るフルバックアップは例外)
– バックアップは作成されたデータベースリストに対して実⾏されます。

• 管理ポータルで設定
• システム管理→構成→データベースバックアップ設定→データベースバックアップリスト
• ^BACKUPユーティリティーで設定

Edit/Display List of Directories for Backup を選択します。

14

4) Show list of available databases

5) Display last full backup information

Option? 4

The following is a list of all databases in the configuration.

Databases which are part of the backup are marked with (*)

CACHE                C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥cache¥

(*) CACHEAUDIT           C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥cacheaudit¥

CACHELIB (Read Only) C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥cachelib¥

(*) CACHESYS             C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥

DOCBOOK              C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥docbook¥

SAMPLES              C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥samples¥

(*) USER                 C:¥InterSystems¥Cache¥mgr¥user¥

1) Add a database to the backup

2) Remove a database from the backup

3) Show current list of databases included in backups

4) Show list of available databases

5) Display last full backup information

Option?
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Caché オンラインバックアップ – バックアップタスク

バックアップを実行する前に管理ポータルで予めバックアップ・タ
スクを設定します

管理ポータルでバックアップタスクを実行し
ます
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バックアップの種類 - Cachéオンラインバックアップ

Caché オンラインバックアップには複数のパスがあります

1. 最初のパスはメモリー上に更新ブロックを追跡する為のBitmapを作成し、
データベースで使用されている全てのブロックをバックアップします

2. 2番目以降のパスでは直前のパス中に更新されたブロックを追加でバックアップします、デー
タベース・サイズやバックアップ中の更新状況に応じて最大6パス程度繰り返される事があり
ます

3. 最後のパスではWrite Demonを一時停止し直前のパス中に更新されたブロックを追加でバッ
クアップします
Write Demonは⼀時停⽌していますが、参照と更新は可能なので業務は継続できます

4. バックアップBitmapはメモリ上とデータベース内の2種類ある
DB内は差分バックアップ対象の追尾、メモリー上はバックアップ処理中の更新の追尾の為
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保存先に関する注意点

Caché オンラインバックアップでは最終PassでWrite Demonの活動を一時停止します、
何らかの障害によりバックアップ処理が遅延した場合にCachéシステムに重大な影響を与える可
能性があります。Cachéオンラインバックアップには信頼性が確保できる保存先を使用してくださ
い。

• バックアップファイルの出⼒先にTape装置を選択しない

• バックアップの出⼒先にネットワークドライブやNAS等の使用に注意
Network障害による書き込みエラーの危険性
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バックアップの種類 - Cachéオンラインバックアップ
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種別

比較
コールド 外部 レガシー平⾏外部 Caché オンライン

所要時間 短時間 10分未満に抑える 短時間 ⻑時間

コスト 低 高 (高機能Disk装置) 低 低

手間 簡単、単純 シンプル 複雑、難解 複雑

静止点 Caché停止時 あるいは
DBのDismount時

ExternalFreeze完了時 差分バックアップ時の
Last Passの直前

Last Passの直前

業務断 停止あるいは縮小 継続、更新量に注意 継続 継続

その他 DB更新中にCopyすると
DBが不整合に

Backup中のJournal推奨 低速Backupの大量更新
に耐える

差分バックアップで時間短
縮

バックアップの種類 - 比較…

バックアップの種類 -レガシー平行外部バックアップ Sample
// バックアップ・リストの新規作成

Set Sts=##Class(Backup.General).ClearDatabaseList()           // BackupListのクリア

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("CACHESYS") //  CACHESYS の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("USER")     //  USER の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("PERSON")   //  Person の追加

// インクリメンタルバックアップBitMapのクリア

Do CLRINC^DBACK("QUIET")

// 外部バックアップ コマンドの実⾏ 同期: 完了を待つ

Set Sts=$ZF("Copy  C:¥Cachesys¥CACHE.DAT  D:¥BCK¥")

//    Set Sts=##class(%File).CopyFile("C:¥Cachesys¥CACHE.DAT", "D:¥BCK¥")

// 外部バックアップ・ユーティリティ使用の記録

Set Sts=$$BACKUP^DBACK("","E","Dirty external backup - incrementals must be applied.","","","")

// Cache インクリメンタル・バックアップでCopy中の更新ブロックのCatch-up

Set Sts=$$BACKUP^DBACK("","I","Nightly","test.bck","N","bck.log","QUIET","N","Y")

19
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バックアップの種類 - 外部バックアップ Sample
// データベースへの書き込みをフリーズ (一時停止)

Set Log=”ExBackup.log”,TimeOut=600,Limit=800

Set Sts=##Class(Backup.General).ExternalFreeze(Log,,,,,, TimeOut,,, Limit)

//   Clone 切り離しコマンド

Set Sts=$ZF(“ChangeClone E:”)       

// データベースの書き込み可否を確認(可なら時間切れの為、外部バックアップは不完全)

Set Sts=##class(Backup.General).IsWDSuspended()

Write:’Sts !,”Backup Timeout!”

// データベースへの書き込みを再開

Set Sts=##Class(Backup.General).ExternalThaw()

20

バックアップの種類 - Cachéオンライン・フル・バックアップ Sample
// バックアップ・リストの新規作成

Set Sts=##Class(Backup.General).ClearDatabaseList()               // BackupListのクリア

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("CACHESYS")  //  CACHESYS の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("USER")       //  USER の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("PERSON")    //  Person の追加

set bck="CacheFull.cbk"

set log="CacheFull.log"

// Caché オンライン・フル・バックアップの実⾏

set Sts=$$BACKUP^DBACK("","F","full",bck,"N",log,"NOINPUT","Y","Y","Y","")

21
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バックアップの種類 - Cachéオンライン・インクリメンタル Sample
// バックアップ・リストの新規作成

Set Sts=##Class(Backup.General).ClearDatabaseList()               // BackupListのクリア

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("CACHESYS")  //  CACHESYS の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("USER")       //  USER の追加

Set Sts=##Class(Backup.General).AddDatabaseToList("PERSON")    //  Person の追加

Set bck="CachePart.cbk"

Set log="CachePart.log"

// Caché オンライン・インクリメンタル・バックアップの実⾏

Set Sts=$$BACKUP^DBACK("","I","incremental",bck,"N",log,"NOINPUT","Y","Y","Y","")
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バックアップ - バックアップのタスク登録
Class User.TaskExBackup Extends %SYS.Task.Definition

{

Parameter TaskName = "外部バックアップ";

Method OnTask() As %Status

{

// ここにバックアップ・コードを直接記述するか、あるいはコードやメソッドをCallします

｝

｝

23
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FAQ - 良くお問い合わせいただく質問

http://faq.intersystems.co.jp

Backup
http://faq.intersystems.co.jp/csp/faq/result.CSP?DocNo=229 添付ファイル：添付ファイル：添付ファイル：添付ファイル：参考資料(zip)

Caché タスク登録
http://faq.intersystems.co.jp/csp/faq/result.CSP?DocNo=61

24

データベースの整合性の確認

25

Cache Database Integrity Check on 06/06/2014 at 16:02:18

System: yo1my  Configuration: CACHE

---Total for directory c:¥intersystems¥cache¥mgr¥---

74 Pointer Level blocks         592kb (13% full)

4,515 Data Level blocks             35MB (83% full)

1,904 Big String blocks             14MB (86% full) # = 769

6,508 Total blocks                  50MB (83% full)

15,252 Free blocks                  119MB

Elapsed time = 0.1 seconds 06/06/2014 16:02:24

No Errors were found in this directory.

---Total for directory c:¥intersystems¥cache¥mgr¥user¥---

29 Pointer Level blocks         232kb (0% full)

29 Data Level blocks            232kb (0% full)

0 Big String blocks

73 Total blocks                 584kb (0% full)

54 Free blocks                  432kb

Elapsed time = 2.0 seconds 06/06/2014 16:02:26

***** The following errors were detected *****

トップ/ボトムポインタレベル: ブロック数=1      8kb (充填率 0%)

データレベル:           ブロック数=1      8kb (充填率 0%)

合計:                ブロック数=2      16kb (充填率 0%)

経過時間 = 2.0 秒 06/06/2014 16:02:26

**********グローバル ISCTEST に問題があります**********

ポインタブロック 44 を処理中にタイプ 21 のエラー

ノード 1 を処理中にエラーが発⽣しました

which is ^ISCTEST pointing to the lower level block 99

下位ブロック 0 はマップブロック 0 では割り当てられていません

*****ERRORS WERE FOUND *****

バックアップを実施する前にデータベースの整合性を確認します
� システム管理ポータル

システムオペレーション → データベース → 「整合性チェック」

� %SYSネームスペースで ^Integrity ルーチンを実⾏

エラーの無い場合

エラーが有る場合
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今までに頂いたお問い合わせ
• 差分バックアップを⾏った筈なのにフルバックアップが取得されてしまう(サイズが大きくて気付く)

� バックアップLogファイルに以下のメッセージが記録されている
“You cannot do an Incremental or Cumulative Backup until a Full Backup has been performed.”
” Performing a Full Backup of these databases”

� インクリメンタルバックアップと累積バックアップを⾏う為には最初にフルバックアップを実⾏しておく必

要があります。

� DBを追加した際に忘れがちなので注意

• 重複排除バックアップ・システムについて
Cachéのデータベースバックアップの出⼒先として重複排除機能のあるDisk装置を選択したい

� データベースBlock Size単位(8KB)で書き込みを⾏うので重複排除単位が大きい(64KB)と排除効果が
薄い

• バックアップに時間が掛かる
Disk装置やバックアップ手法によって時間は大きく変わります。

26
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Backupで陥りやすい過ち Part 1

• バックアップが無い
�バックアップの成否をLogで確認していますか?
�DBの追加に対応していますか?
�世代管理は出来ていますか?
�フルバックアップと累積、差分バックアップあるいはジャーナルの関係を保って管
理できていますか?

• バックアップが壊れていた
�バックアップの⼿順やタイミングは適切ですか?
�バックアップ前後の整合性を確認していますか?
�ジャーナル… お前もか…
�DBと同じディスクにバックアップやジャーナルを配置していませんか?

DBが破壊された時の復旧にはバックアップとジャーナルが必要です
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Backupで陥りやすい過ち Part 2

• 作業領域が無い
ディスクに余裕が無いと復旧できない事もあります

• 手順を知らない
リカバリ方法を普段から確認しておきましょう

• 所要時間が判らない
試した事がありますか?  
ユーザー開放までの時間の⾒積もりをユーザーに説明できますか?

• 必要なデータが無い
データの完全性を確認する為のデータを付加すべきかもしれません
システムの正常動作を確認する為の手段(Tool)があるか?

データベース・メンテナンス

^DATABASE ユーティリティ
%SYS>D ^DATABASE

1) Create a database

2) Edit a database

3) List databases

4) Delete a database

5) Mount a database

6) Dismount a database

7) Compact globals in a database

8) Show free space for a database

9) Show details for a database

10) Recreate a database

11) Manage database encryption

12) Return unused space for a database

13) Compact freespace in a database

14) Defragment globals in a database

29

SYS.Database クラス
� SYS.Database.Compact / SYS.Database.CompactDatabase

� SYS.Database.ReturnUnusedSpace

� SYS.Database.FileCompact

� SYS.Database.Defragment

データベースの圧縮、デフラグ、縮⼩を⾏うツール

Caché管理ポータル
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13) “Compact free space in a database”
未使用のブロックをファイルの最後に集約
- SYS.Database.FileCompact メソッド
-管理ポータルの圧縮

30

ブロック内の使用効率は変わらない

ブロックの順序は変更されない

ReturnUnusedSpace

7) Compact globals in a database
12) Return unused space for a database  
13) Compact freespace in a database       
14) Defragment globals in a database

実施前 FileCompact

使用Block       未使用Block

データベース・メンテナンス

12) “Return unused space for a database”
最後から連続した未使用Blockを切り捨ててファイルサイズを縮⼩
- SYS.Database. ReturnUnusedSpace メソッド
-管理ポータルの未使用領域削除

31

ブロック内ではグローバルの混在はしない。

各グローバル毎に圧縮と連続を狙う。

実施前

7) Compact globals in a database
12) Return unused space for a database  
13) Compact freespace in a database       
14) Defragment globals in a database

^Glo(4) = “4あいう”

^Glo(5) = “5あいう”

^Glo(6) = “6あいう”

^Glo(1) = “1あいう”

^Glo(2) = “2あいう”

^Glo(3) = “3あいう”

^Data(１) = “1abcde”

^Data(2) = “2abcde”

^Data(3) = “3abcde”

^Data(7) = “7abcde”

^Data(8) = “8abcde”

^Data(9) = “9abcde”

^Data(4) = “4abcde”

^Data(5) = “5abcde”

^Data(6) = “6abcde”

Block# 51 Block# 52 Block# 53 Block# 54 Block# 55

実施後

^Glo(1) = “1あいう”

^Glo(2) = “2あいう”

^Glo(3) = “3あいう”

^Glo(4) = “4あいう”

^Glo(5) = “5あいう”

^Glo(6) = “6あいう”

Free Block

^Data(7) = “7abcde”

^Data(8) = “8abcde”

^Data(9) = “9abcde”

Free Block

^Data(1) = “1abcde”

^Data(2) = “2abcde”

^Data(3) = “3abcde”

^Data(4) = “4abcde”

^Data(5) = “5abcde”

^Data(6) = “6abcde”

Block# 51 Block# 52 Block# 53 Block# 54 Block# 55

7) “Compact globals in a database”
グローバル単位でBlock毎の充填率とBlockの連続性の向上 - ^GCOMPACT
SYS.Database.Compact / SYS.Database.CompactDatabase メソッド

連続Blockには配置されない

データベース・メンテナンス
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32

実施前

^Glo(4) = “4あいう”

^Glo(5) = “5あいう”

^Glo(6) = “6あいう”

^Glo(1) = “1あいう”

^Glo(2) = “2あいう”

^Glo(3) = “3あいう”

^Data(１) = “1abcde”

^Data(2) = “2abcde”

^Data(3) = “3abcde”

^Data(7) = “7abcde”

^Data(8) = “8abcde”

^Data(9) = “9abcde”

^Data(4) = “4abcde”

^Data(5) = “5abcde”

^Data(6) = “6abcde”

Block# 51 Block# 52 Block# 53 Block# 54 Block# 55

実施後

^Data(7) = “7abcde”

^Data(8) = “8abcde”

^Data(9) = “9abcde”

^Glo(1) = “1あいう”

^Glo(2) = “2あいう”

^Glo(3) = “3あいう”

^Glo(4) = “4あいう”

^Glo(5) = “5あいう”

^Glo(6) = “6あいう”

Free Block Free Block

^Data(1) = “1abcde”

^Data(2) = “2abcde”

^Data(3) = “3abcde”

^Data(4) = “4abcde”

^Data(5) = “5abcde”

^Data(6) = “6abcde”

Block# 51 Block# 52 Block# 53 Block# 54 Block# 55

14) “Defragment globals in a database”
� データベース内の全グローバルをグローバル毎に再構成する

� グローバルで使用されるBlockの並びを順番に配置する
� 各Data Blockの充填率を 70%以上にする
� SYS.Database.Defragment メソッド

7) Compact globals in a database
12) Return unused space for a database  
13) Compact freespace in a database       
14) Defragment globals in a database

データベース・メンテナンス

• 充填率を上げるとBlockに格納されるグローバルの数が増加する為、キャッシュHit率が向上し
検索スピードの向上が望めるが、データ追加(Insert)時のBlock Split(ブロック分割)が多発し
Disk I/Oが増加する危険性がある。

• アーカイブ等のReadOnlyにする直前のデータベースの最後の仕上げに使用する事が望ましい
シーケンシャル・アクセスでのパフォーマンス向上が期待できる。

• それ以前に - データベース・ファイルをDisk上で連続した領域に配置する事が重要
(初期作成時、拡張時)

33

データベース・メンテナンス – 留意点
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まとめ

• データベースのバックアップの重要性について認識頂けましたか?

• 想定される障害パターン毎にバックアッププランとリカバリープランを作成
しましょう!

34

35
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